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※は県例規集登載
【規則】

番 号 表 題 担当課名

９※ 徳島県技能検定実技試験手数料規則の一部 産業人材育成

を改正する規則 センター



【
公
布
さ
れ
た
条
例
等
の
あ
ら
ま
し
】

●

徳
島
県
技
能
検
定
実
技
試
験
手
数
料
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
規
則
第
九
号
）

一

技
能
検
定
実
技
試
験
の
手
数
料
の
金
額
を
改
め
る
こ
と
と
し
た
。

二

こ
の
規
則
は
、
令
和
元
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。



徳
島
県
規
則
第
九
号

徳
島
県
技
能
検
定
実
技
試
験
手
数
料
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
元
年
八
月
二
十
七
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

徳
島
県
技
能
検
定
実
技
試
験
手
数
料
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

徳
島
県
技
能
検
定
実
技
試
験
手
数
料
規
則
（
平
成
十
二
年
徳
島
県
規
則
第
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
の
表
特
級
の
項
中
「
一
万
七
千
九
百
円
」
を
「
一
万
八
千
二
百
円
」
に
改
め
、
同
表
一
級
、
二

級
、
三
級
（
高
等
学
校
等
の
在
校
生
が
受
け
る
場
合
を
除
く
。
）
、
基
礎
級
及
び
単
一
等
級
の
項
中
「
一

万
七
千
九
百
円
」
を
「
一
万
八
千
二
百
円
」
に
、
「
八
千
九
百
円
」
を
「
九
千
二
百
円
」
に
、
「
一
万
四

千
九
百
円
」
を
「
一
万
五
千
百
円
」
に
、
「
五
千
九
百
円
」
を
「
六
千
百
円
」
に
、
「
一
万
三
千
百
円
」

を
「
一
万
三
千
三
百
円
」
に
、
「
四
千
百
円
」
を
「
四
千
三
百
円
」
に
改
め
、
同
表
三
級
（
高
等
学
校
等

の
在
校
生
が
受
け
る
場
合
に
限
る
。
）
の
項
中
「
四
千
三
百
円
」
を
「
四
千
四
百
円
」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
元
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
現
に
受
検
の
申
請
が
な
さ
れ
て
い
る
技
能
検
定
の
実
技
試
験
に
係
る
手
数
料

に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。


